
（
問
）
本
庁
舎
か
ら
移
動
す
る
職
員
は
何
名
か
。
現
在
で

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
な
ど
で
窓
口
は
混
雑
し
て
お
り
、

想
定
外
の
対
応
が
発
生
し
た
場
合
は
。

（
答
）
常
勤
職
員
10
人
が
本
庁
舎
と
同
等
の
転
入
転
出
届

け
や
各
種
証
明
書
発
行
な
ど
の
窓
口
業
務
に
あ
た
る
。
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
市
民
部
の
職
員
等
の
応
援
で
対

応
し
て
い
く
。

（
問
）
２
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
有
料
の
３
階
ス
カ
イ
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
時
間
が
21
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
利

用
料
金
等
の
管
理
体
制
は
。

（
答
）
17
時
15
分
ま
で
は
職
員
が
担
当
、
夜
間
は
管
理
人

１
名
が
常
駐
し
安
全
確
認
を
す
る
。
ス
カ
イ
ス
ペ
ー
ス
の

ブ
ー
ス
は
７
カ
所
で
電
源
、
照
明
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を

整
備
し
、
使
用
料
金
は
リ
フ
レ
窓
口
で
対
応
す
る
が
、
券

売
機
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
が
令
和
５
年
２
月
１
日
開
設
さ
れ

る
が
、
郵
便
局
へ
の
委
託
終
了
を
３
月
31
日
ま
で
に
し
て

い
る
理
由
は
。

（
答
）
契
約
期
間
を
年
度
末
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
市
職

員
の
異
動
の
時
期
で
も
あ
り
、
万
が
一
の
担
保
と
し
て
３

月
末
ま
で
と
し
て
い
る
。

（
問
）
将
来
的
に
ご
み
処
理
も
広
域
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
地
元
の
奥
原
地
区
と
の
協
定
が
あ
る
。
地
域
住

民
と
話
し
合
い
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
今
後
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
の
流
れ
が
あ
る
と
い

う
話
は
、
廃
棄
物
対
策
課
か
ら
話
を
し
て
い
る
。
市
と
し

て
地
元
と
の
協
定
は
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
地
元
の
同
意
な
し
に
広
域
化
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　

（
意
見
）
当
初
統
合
を
す
れ
ば
経
費
が
抑
え
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
精
査
し
た
と
こ
ろ
市
の
負
担
が
今
後

10
年
で
増
え
、
議
員
定
数
も
現
在
の
半
数
以
下
に
な
る
な

ど
、
議
会
と
し
て
の
意
見
や
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

　
議
会
と
し
て
調
査
研
究
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
継
続

審
査
と
す
べ
き
で
あ
る
。

〇
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
（
事
務
内
容
は
し
尿
処
理
、

構
成
市
町
村
は
牛
久
市
を
含
む
４
市
３
町
１
村
）

〇
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
事
務
内
容
は
消

防
・
水
防
、
構
成
市
町
村
は
牛
久
市
を
含
む
３
市
３
町
１

村
）

〇
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
（
事
務
内
容
は
ご
み
処

理
、
構
成
市
町
村
は
１
市
２
町
）

　
右
記
の
３
組
合
を
統
合
し
て
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し

安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
新
組
合
を
令
和
５
年
４
月
に
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
。
そ
の
後
、
ご
み
処
理
や
斎
場
の
広
域
化
、
複
合
化
も

進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
組
合
移
行
後
の
牛
久
市
の
分
担
金
は
令
和
５
年
度
は

９
億
７
６
０
０
万
円
だ
が
、
令
和
14
年
度
は
10
億
３
８
０
０

万
円
と
試
算
さ
れ
た
。

　
刈
谷
か
ら
市
道
23
号
線
へ
、
児
童
が
通
学
路
と
し
て
利

用
可
能
な
坂
道
を
、
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
決

議
を
行
う
よ
う
に
、
牛
久
市
議
会
へ
請
願
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
）
子
ど
も
の
通
学
路
の
安
全
性
の
確
保
と
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
に
は
、
階
段
が
か
な
り
急
な
の
で
、
そ

の
利
便
性
を
考
え
る
と
、
で
き
れ
ば
早
急
に
実
施
し
て
ほ

し
い
。

児童の通学路
の安心・安全
のために

　
賛
成
全
員
に
よ
り
請
願
は
採
択
さ

れ
、
直
ち
に
決
議
案
「
児
童
の
通
学

路
の
安
心
・
安
全
を
求
め
る
決
議
に

つ
い
て
」
を
提
出
し
、
賛
成
全
員
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

告
報
会
員
委
任
常
画
企
務
総

告
報
会
員
委
任
常
化
文
育
教

常 任 委 員 会 審 査 報 告

CHE
CK！

CHE
CK！

ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ

令
和
５
年
２
月
１
日
開
設
に
向
け
準
備
進
む

ひ
た
ち
野
う
し
く
郵
便
局
で
の

証
明
書
等
発
行
事
務
を
終
了

稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
の

統
合
に
伴
う
規
約
の
変
更
等

稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
の
統
合
と
は

刈
谷
３
丁
目
よ
り
市
道
23
号
線
へ
の

坂
道
設
置
に
関
す
る
請
願
書

決
議
案
を
直
ち
に
提
出
し
可
決

刈谷から市道 23 号線への階段

ひたち野リフレビル
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保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

予
算
常
任
委
員
会
報
告

告
報
会
員
委
任
常
設
建
境
環

(11)　第112号 令和5年1月31日牛久市議会だより

市
公
立
保
育
園
再
編
計
画
に
基
づ
き
、

向
原
保
育
園
を
閉
園

（
問
）
民
間
・
公
立
保
育
園
の
定
員
、
公
立
の
役
割
は
。

（
答
）
民
間
の
利
用
定
員
は
１
６
５
９
人
、
公
立
は

４
３
０
人
だ
が
、
向
原
保
育
園
閉
園
に
伴
い
令
和
５
年
か

ら
は
３
７
０
人
と
な
る
。
公
立
保
育
園
は
、
需
要
が
減
る

中
で
民
間
保
育
園
の
定
員
割
れ
を
防
ぎ
、
ま
た
重
度
障
害

児
の
受
け
入
れ
を
役
割
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
待
機
児
童
数
、
閉
園
に
伴
う
加
配
、
正
規
職
員
や

会
計
年
度
職
員
の
今
後
は
。

（
答
）
最
新
の
待
機
児
童
数
は
国
基
準
で
ゼ
ロ
。
加
配
は

保
育
士
が
他
の
３
園
に
異
動
す
る
の
で
対
応
で
き
る
。
正

規
職
員
は
公
立
保
育
園
に
異
動
、
会
計
年
度
職
員
は
令
和

４
年
度
更
新
し
、
希
望
者
は
任
用
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に

定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
高
齢
者
は
重
症
化
も
懸
念
さ
れ
補
助
は
必
要
と

考
え
る
。

知
的
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
行
政
の
国
の

対
応
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
障
が
い
の
定
義
、
手
帳
の
統
一
は
重
要
課
題
で

あ
る
。

閉
会
中
継
続
調
査
「
保
育
園
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

各
地
の
事
件
事
故
の
報
道
を
受
け
、
市
内
状
況
を
調
査

す
る
。

物
価
高
騰
に
対
し

賃
上
げ
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

働
く
人
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
、
経
済
も
強
く
な
る
と

し
て
、
政
府
に
賃
上
げ
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

で
あ
り
、
非
正
規
労
働
者
の
時
給
を
１
５
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
る
こ
と
や
男
女
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
こ

と
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を
中
小
企
業
に
還
元
す
る
こ
と

な
ど
が
内
容
で
あ
る
。

（
意
見
）
長
引
く
不
景
気
に
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
が
、

国
の
施
策
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
で
あ
る
。

中
小
企
業
や
農
漁
業
者
な
ど
に
対
し
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
、
過
剰
債
務
な
ど
に
よ

る
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
、
農
漁
業
者
の
廃
業
、
倒

産
危
機
を
打
開
す
る
支
援
策
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書

で
あ
り
、
地
域
経
済
を
立
て
直
す
た
め
令
和
５
年
10
月
か

ら
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
、
事
業
者
へ
の

給
付
金
創
設
や
農
漁
業
者
へ
の
直
接
補
填
の
仕
組
み
な

ど
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
意
見
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
し
て
は
中
小
企
業
に
は

負
担
と
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
や
長
引
く
不
況
の
な
か
国
に
対
策
を
求
め
る
べ
き
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
増
額
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
牛
久
応
援
寄
附
金

（
１
億
５
０
０
０
万
円
増
額
）

（
問
）
寄
附
金
額
が
増
え
た
要
因
と
今
後
の
寄
附
金
額
の

見
込
み
は
。

（
答
）ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
充
や
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ト
上
に
牛
久
市
の
返
礼

品
が
効
果
的
に
表
示
さ
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を

行
っ
た
結
果
と
考
え
る
。
今
後
は
、
サ
イ
ト
の
拡
充
を
は

じ
め
、
事
業
者
と
協
力
し
た
返
礼
品
の
開
発
、
茨
城
県
指

定
の
共
通
返
礼
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
考

え
、
更
な
る
寄
附
金
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。　

交
通
安
全
対
策
費
（
１
１
３
万
３
０
０
０
円
）

　

令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
、
幼
稚
園
児

や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
育
事
業
の
ほ
か

に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
防
犯
教
室
を
休
日
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
交
通
安
全
教
化
員
の
時
間
外
勤
務
が

増
加
。

教
育
施
設
等
に
お
け
る

電
気
料
金
高
騰
に
伴
う
増
額
計
上

　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
、
小
学
校
・
中
学
校
・
図
書

館
・
牛
久
運
動
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
増
額
計
上
さ
れ
た
。

（
問
）
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
い
、
各
施
設
の
電
気
料
金

が
増
加
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
、
学
校
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

状
況
は
。

（
答
）
学
校
関
係
で
は
体
育
館
に
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
が
ま

だ
多
く
残
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
年
次
計
画
を
立
て

て
行
う
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
が
、
中
央
図
書
館
、
牛
久
運
動
公
園
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道
館
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
で
あ
る
。

屋
外
野
球
場
は
さ
れ
て
い
な
い
。

障
害
児
給
付
費
を
支
給
す
る

（
５
３
０
０
万
４
０
０
０
円
）

（
問
）
対
前
年
度
比
で
の
実
人
数
、
施
設
の
増
加
数
、
一

人
当
た
り
の
平
均
通
所
日
数
等
は
。

（
答
）
令
和
３
年
度
上
半
期
と
令
和
４
年
度
上
半
期
の
実

績
を
比
較
し
て
、
児
童
発
達
支
援
件
数
は
２
５
９
件
の
増

加
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
以
降
の
新
規
施
設
開
設
数
は
、

児
童
発
達
支
援
が
６
件
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
３

件
。
令
和
４
年
度
の
一
人
当
た
り
の
平
均
通
所
日
数
は
、

児
童
発
達
支
援
が
１
カ
月
あ
た
り
12
・
２
日
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
20
・
８
日
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
は
２
・

８
日
、
障
害
児
相
談
支
援
は
延
べ
２
１
３
人
の
方
が

２
４
８
回
の
利
用
。

牛久市の御礼品の一例


